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Ⅰ　はじめに

　平成18（2006）年、「食育推進基本計画の決定」

（厚生労働省）における「学校、保育所等におけ

る食育の推進」の中で、幼児期における食育の方

向性や施策がはじめて示された。さらに平成20

（2008）年３月に幼稚園教育要領（文部科学省）

ならび保育所保育指針（厚生労働省）が改訂・告

示され、「食育」の文言が明記された。

　保育所保育指針において食育は「子どもが生活

と遊びの中で、意欲を持って食に関わる体験の積

み重ね・食べることを楽しみ、楽しみ合う」こと

が示されている。また、幼稚園教育要領において

は、「望ましい食習慣の形成・食べる喜びや楽しさ・

食べ物への興味や関心」が示されている。

　このことから、平成18（2006）年頃より今日

まで保育者のための食育計画例を記載した書籍が

増え、高橋は「食育計画・毎日の食育実践・食育

を学ぼう」と題して、「計画づくり」や「おたよ

り」、「食文化」などについての実践方法と知識な

ど1）を提示している。さらに、子どもの食育に関

する実践例などの研究報告として、日本保育学会

第61回大会（2008年）では14題、第62回大会（2009

年）では16題、第63回大会（2010年）では12題

の発表であったが、第64回大会（2011年）では

24題の発表と増えている。これらから、幼稚園・

保育所・保育者養成校での食育への関心の高まり

と必要性がうかがえる。

　また、平成23（2011）年には「第２次食育推

進基本計画の決定」がなされ、「子どもの食育に

おける保護者、教育関係者等の役割」として「子

どもが楽しく食について学ぶことが出来るような

取り組みが積極的になされるよう施策を講じる」

こと「学校、保育所等における食育の推進」では「子

どもへの食育は家庭への良き波及効果をもたらす

ことが期待できる」と示された。
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抄録：　本研究においては、幼稚園における食育に関するカリキュラム作成を検討するために、幼稚園

教諭へのインタビュー調査をおこなった。

　結果は次のとおりであった。

　「食育」の視点として、「給食での指導」と「好き嫌いの改善」、「野菜の栽培」、「子どもの調理」、「保

護者への思い」、「あそびと食欲の関係」が見出された。さらに保護者への働きかけを重視していた。

　以上のことから、食育カリキュラムを作成する上では、次の 4つを特に意識して計画する必要がある

と考えられる。

　①栽培と調理の経験（偏食の改善）

　②保護者をも含めた食育教育（保護者への働きかけ）の必要性

　③体を動かす遊びの有効性
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　これは、幼児期における食育の推進を保育所・

幼稚園で行なうことで、家庭における食生活の改

善に役立つことを期待するものである。幼児の食

生活は保護者の食生活と密接につながっており、

保護者との協同・連携なしで食育の効果を実現で

きないと考えられる。

　一方、子どもの食生活の現状が保育園児と幼稚

園児とで異なることついて次の報告がなされてい

る。木林らは、「非就業者が家庭内に存在する幼

稚園では、保護者の子どもに対する細やかな食・

生活習慣への配慮やゆとりあるコミュニケーショ

ンが窺えた」ことから「幼児期の食・生活習慣の

形成には集団保育施設での食育よりも、生活リズ

ムなどの家庭環境や保護者の食意識・態度・保護

者とのコミュニケーションなどが大きく影響して

いる」2）と報告している。また、岡らは、「幼稚

園の食育推進計画とその評価」において「給食の

雰囲気になれる、収穫の喜びを味わうなどの体験

学習の達成度は高かったが、はし・スプーン・茶

碗の正しい持ち方、正しい姿勢などのマナーに関

する達成度は低かった」3）との報告をしている。

　これらのことから、幼稚園においては、保護者

自身の食育に関わる取り組みと子どもに与える影

響には関連性の大きいことが窺われる。

　そこで、本研究では、幼稚園教諭へ「食育」に

関するインタビュー調査をおこない、保護者を含

めた食育カリキュラム作成の観点を検討すること

とした。

　なお、本研究では園児の家庭における主な養育

者を「保護者」とし、インタビュー対象者の園の

子どもを「園児」、幼児全体を「子ども」とする。

　さらに、「食育」におけるカリキュラム作成で

の「観点」を「食への興味関心を持たせ、食べる

ことを楽しむ経験をさせて子どもの食生活をより

よいものにする」を目的とした幅広い見方・考え

方とする。また、「視点」を「好き嫌いの改善を

めざす、共食を楽しませる、食事マナーを身につ

けさせる」などの具体的・実践的な目標を立てる

見方・考え方とする。

Ⅱ　方　法

　３人の幼稚園教諭へ半構造化インタビューを

行った。質問項目は「①食育のイメージ」と「②

これまでの食育の実践」の２つとし、出来るだけ

思いつくまま自由に話をしてもらった。

　本研究の目的は保護者も含めた内容を含んでい

るが、家庭や保護者の話はプライベートな部分も

含まれるため、研究者からの質問は避けた。さら

に、インタビュー対象者が保護者に対しての何ら

かの思いがあれば、自ら話すものと想定した。

　実施時期は平成23（2011）年３月であった。

分析はエピソードを重視して、それぞれの考えを

把握した。

　　

Ⅲ　結　果

　A教諭は36分間、B教諭は25分間、C教諭は28

分間のインタビュー時間であった。表１に３人の

プロフィールを示した。

1．食育と給食

　表１に「食育」と「給食」の考えを示した。３

人に共通なことは「食べることは大切」であった。

　「食育のイメージを教えてください」の質問に

ついては、各々次の内容を得られた。A教諭は「食

育」以前に子ども達への食への関心をもたせる教

育をおこなっていることを話した。それらの実践

から「雰囲気作りが大切」だと話していた。さら

に、幼稚園教育要領における「食育」の記載によっ

て「記録をして、計画をしっかり立てるようになっ

た」と話した。食育の参考になる情報が得られや

すいことを話していた。

　B教諭はまず「食育は難しい」として「大きな

危機感を持っていなかった」、「給食が伝わりやす

い」と話していた。「食育って何だろうとの答え

がほしい」と話していた。
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　C教諭は「食育」とは「食に関わる知識や技能

を育てること」と明快な話をしていた。「人間と

して役立つ」という食育と人間の関係性の観点を

話していた。

　以上、３人の「食育のイメージ」はそれぞれで

あり、「食育」視点の多様性が見られた。

　「食育」の話の発展から出てきた「給食」につ

いてA教諭は「栄養士の存在」の大切さと「給食

だより」によって母親の食事への関心を引き出し

たことを話した。B教諭は「共食」のよさを話し、

C教諭は「食べることの具体的なことを知らせる

ことが出来る」ことを話した。また、この２人は「お

弁当の中は子どもの好きなものだけ」と話し、保

護者の作るお弁当の中身についての様子を話した。

　以上のことから３人は給食を食育の場面として

捕らえていることが分かった。さらに、保護者の

様子を話していた。

2．好き嫌い

　園児の食べ物の好き嫌いに関する話を表２に示

した。２人が「食育」の話から「好き嫌い」に関

する内容の話をした。両者とも野菜嫌いに関する

内容を話した。

　B教諭は「無理はさせない」とし「園児の野菜

の残し方」について「味、見た目」について話し

ていた。　

　C教諭は「栄養的なことの説明をする」、「食べ

なさいとは言わない」で園児への励ましの言葉が

けの援助を話していた。園児の好き嫌い解消へ挑

戦する様子や園児同士の励ましの様子を話してい

た。これらのはたらきかけによって、「食べる量・

質・種類が増えた」と話していた。

表 1　プロフィールと食育・給食の考え
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　２人は「好き嫌い」に関して憂慮しており、気

長に改善の手立てを試みて園児の変化を見出して

いることを話していた。

3．野菜の栽培

　園での野菜の栽培に関する話を表３に示した。

２人が野菜の好き嫌いの解消に効果的である内容

を話した。

表３　野菜の栽培への考え

表 2　好き嫌いへの考え
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　A教諭は「給食」の話から「野菜の栽培」に関

する話をした。園で栽培をすることで「園児達が

五感を使い」、「楽しく出来る活動」であること、

栽培に関する知識や技術を知っている職員がいる

ことが実践しやすさとなっていたことを話した。

　B教諭は「好き嫌い」の話から「野菜の栽培」

に関する話をした。教員が畑の手入れで大変なの

は「草取り」であると話していた。しかし、「園

児が食べ物に興味を持つ機会はすごい」として、

園児の様子を「喜びを感じられたものの方が食べ

る」と話していた。園の教諭たちが畑の管理をし

ている様子が分かった。

4．調理

　「調理」に関する内容を表４に示した。３人が

それぞれの観点で「調理」について次のように話

していた。なお、本研究では園などの集団でおこ

なうものを「調理」とし、家庭など個人でおこな

表４　調理への考え

うものを「料理」とする。

　A教諭は「子どもの調理」について「先生も園

児もすごく楽しく出来る活動」として、「園児の

反応がいい」と話していた。

　B教諭は「子どもの簡単な調理」について「園

児が楽しそうに食べる」様子を話し「園児が食べ

物に興味を持つ機会は良い」と話していた。

　C教諭は「教師が簡単で、基本的な調理を見せる」

様子と「最低のところを経験させたい」を話した。

「昔の家庭であっただろうな」ということを「保

育室で展開する」様子を話した。さらに、園児の

反応を細かく話し「すごく楽しい」様子を話した。

　３人は、「子どもの調理」を好き嫌いの改善や

楽しい場面として、効果のある食育実践として話

していた。

5．遊び

　C教諭が「食欲」と「遊び」の関係を話した内

容を表５に示した。

「好き嫌い解消」の話からの発展として「いっぱ
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い遊んだときは遊び食べをしない」、「一生懸命遊

んだ園児とそうでない園児の食欲に差がある」こ

とを話していた。

6．保護者

　３人の「保護者」への考えを表６に示した。

　A教諭は「食育」の一環として保護者に「子ど

もの料理」に関するビデオ視聴を行ったときの様

子を話した。家庭での親子料理への発展などの効

果を話した。

　B教諭は、園児の「好き嫌い」に関する話から、

保護者の影響を話した。園の教諭が子どもの好き

嫌いの解消に努めても「保護者が一生懸命やらな

いと辛いのかな」と話し、「最終的には保護者の

表５　食欲と遊びの考え

表６　保護者への考え
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方に食べることを気にしてもらうこと」と話して

いた。

　C教諭は、園児の「好き嫌い」に関しての話から、

解消を「保護者はなかなかできない」とし、保護

者が「深刻じゃない」、「幼稚園が（保護者の）肩

代わり」と話した。「園児の食生活は家庭での差

が大きい」し「お母さん達に知らせていくことは

大事」と話していた。「卒園までの（園での）経

験プラス家での場が必要」と話した。

　３人は、「食育」に関して園児の保護者への働

きかけを重視した話をしていた。

Ⅳ　考　察

1．４つの食育実践

　本研究から４つの食育に関する視点が見出され

た。

（1）給食

　子ども達にバランスの良い食事例としての給食

を「食育」の一環とすることは従来からおこなわ

れている。保育所では「給食」を通して行われる

ことが最も直接的で有効とされる。一方、幼稚園

では給食が義務付けられていないことから、積極

的に教育計画として「給食」を取り入れていくこ

とが明言されていない。

　今村は、幼稚園教諭の給食中の発話内容の検討

を行い、「幼稚園教諭の食事中のコミュニケーショ

ンとして、摂食促し発話が約40％、日常会話発

話が約19％、マナー指導発話は約18％であり、

栄養指導的な発話は約２％」4）と報告している。

　本研究の結果においても、給食を実施している

園での「給食」を用いた「食育」実践をしている

ことが分かった。平成22年度の北海道での公立・

私立幼稚園における完全給食実施状況は32.7％

（北海道教育庁学校教育局）である。今後、「幼稚

園」での「給食」を用いた「食育」についてのあ

りかたも検討すべきである。

（2）好き嫌いの改善

　原らは女子大学生の幼児期と現在における食品

の好き嫌いの変化に関する調査において、「幼児

期の好き嫌いは大学生になっても大きく変化しな

かった」5）と報告している。

　近藤らは幼稚園児の保護者を通じた食生活調査

を行い、「『何でも食べる』が25％、『少しある』『あ

る』が73％であった。嫌いな食べ物が野菜やき

のこ、牛乳が高率であった。保護者の約10割が

食育を幼児期に始めるべきだ、と回答していた」6）

の報告をしている。

　横山らは幼稚園児の母親への意識調査において

「９割以上の子どもに嫌いな食べ物があり、母親

自身もそれを悩みと捉えていた。しかし、深刻な

悩みにはいたっていないようであり、積極的な対

処法はとられていなかった」7）と報告している。

さらに、同報告では「母親の園に期待する食育の

実践としては、野菜の栽培が揚げられた」7）と述

べている。

　本研究対象の３名の教諭はこれらの報告と同様

に、子どもの好き嫌いの解消のために保護者をも

含めた「食育」の視点をもち、実践をしているこ

とが分かった。　

（3）栽培・調理の実施

　幼稚園における栽培・調理の実践報告8）に「園

児と保護者のサツマイモ栽培、収穫、調理の結果、

園児らの食に対する興味関心が高まり、保護者が

食に対して日常的に注意を払うようになるなどの

変化が見られた」と示されている。

　本研究対象者は、栽培・調理に対する園児の反

応を良いものとして評価しており、「食育」の目

的である「楽しい体験」と「好き嫌いの改善」に

役立つものとして捉えていた。

　ただし、栽培や調理は場所の確保や専門的な知

識や技術の必要な場合があり、教師だけでは対応

しきれない場合が考えられ、教師の意欲だけでは

実施や継続が難しくなると思われる。さらに、準

備と後片付けに時間と手間が必要であり、栽培や

調理の担当者確保も課題となると思われた。

（4）遊び

　食事への関心を持たせることを目的とした遊び
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を積極的に取り入れたい。その中で栄養や食品の

知識を持たせることも重要である。さらに、運動

遊びを多く取り入れることで、子どもの食欲が増

しておいしい食事を体験させることが出来る。

　西村らは「養育行動と食育の関連の調査におい

て、母親が運動遊びをする子どもほど食欲がある

という結果であった」9）と報告している。このこ

とは、幼稚園での「食育」の視点として、保護者

に対する運動遊びの大切さをも伝える必要がある

ことを示している。

　いずれも、幼稚園教諭のみの「食育」では子ど

もの食生活の改善にはすぐに結びつかない。した

がって、保護者への働きかけが不可欠である。

2．保護者対象の「食育」

　鈴木は幼稚園と保育所の保育者へのグループ・

インタビューを行い「食育をすすめる上で、保護

者の考えや食生活が障害の一つとなっているこ

と、保育者が直接働きかけることは難しいと感じ

ていることが確認できた。保護者への食に関する

お便りの発行や講演会では、態度や食行動の変容

に結びつくことは多くない。子どもへの食育内容

については五感を使った実体験のほうが感動・変

化しやすく、保護者が子どもの変化を捉えやすい。

子どもと保護者の共感も生じやすい。」10）と報告

している。

　名村らは、「収穫した野菜のクッキングによる

食育効果と保護者の意識,園児の食関心との関連

に関する調査」により「野菜や果物の栽培・収穫・

収穫した野菜を使用したクッキングの食育プログ

ラムを幼稚園で推進したところ、野菜嫌いが低下

し、家庭での食事への手伝い・食事への関心・栄

養に関する知識については有意差が認められた」
11）との報告をしている。

　これらの報告から、子どもだけへの「食育」で

は効果が得られにくく、保護者をも含めた「食育」

が必要であることが分かる。本研究対象者の３人

はこれらの報告と同様の実感を持って「食育」を

考えていることが分かった。

　したがって、先に述べた食育実践の４つの視点

を踏まえ「好き嫌いの改善」を目的として、「給食」

を活用し「栽培・調理」を実施して「あそびによっ

て食欲をうながすこと」を取り入れた保護者への

働きかけが有効であることが推察される。

　

3．幼稚園教育におけるカリキュラム作成

（1）幼稚園・保育所におけるカリキュラムとは

　保育は、子どもの日々の生活を、安定した情緒

の下で発展させ、望ましい発達の援助をするもの

である。そのためにも、幼稚園や保育所において、

あらかじめ計画を立案し、それに基づいて保育を

展開することは、きわめて重要とされている。こ

うした計画がカリキュラム（curriculum）であり、

幼稚園においては教育課程、保育所においては保

育課程といわれている。

　幼稚園・保育所におけるカリキュラムとは、子

どもが幼稚園・保育所における保育者の援助のも

とに、目標を目指して進んでいく走路とかコース、

すなわち幼稚園・保育所における活動経験の系列

を意味する。言い換えれば、教育（保育）課程と

は、教育（保育）目標を達成するために、その目

標に照らして、子どもが幼稚園・保育所で活動す

る内容を取捨選択し、整理して編成した、全体的

な教育（保育）計画であるといってよい。

（2）カリキュラムの特徴

　カリキュラムを典型的な２つの傾向に大別する

と、教科カリキュラムと経験カリキュラムに分け

ることができる。

　教科カリキュラムは、子どもに必要と思われる

一定の知識・技術を、園という集団の場を通して、

系統的・効率的に伝達していくことを目的とした

カリキュラムである。したがって、保育者の主導

性のもとに、文字や数、基本的知識などを一定の

系統性で整理し、教え込もうとすることなどが多

くなる。これに対して、経験カリキュラムは子ど

もの直接的な経験、具体的な生活から出発したも

のである。どのようにして子ども自身の興味・関

心に基づいて、有意義かつ自発的な経験をさせる



31幼稚園における食育カリキュラム作成に関する基礎的研究

かということを目的としたカリキュラムである。

　1989（平成元）年、幼稚園教育要領は四半世

紀ぶり改訂・告示され（保育所保育指針は1990

年）、遊びを中心に環境を通して行う教育である

ことを前面に打ち出し、領域も改め５領域とし、

小学校の教科とは異なることを明確に示した。そ

れは、知的学習を中心に据えた保育、知能や技術

的能力を早期に開発しようとする保育、能力主義

教育観（知的・技術的能力至上主義）に基づいた

保育等への反省に基づくものであった。ちなみに、

1989（平成元）年に告示された幼稚園教育要領

以降、若干の改訂は行われてはいるが、幼稚園教

育要領・保育所保育指針は、経験カリキュラム的

スタンスに基づいているといえる。

　しかしながら、幼稚園教育におけるカリキュラ

ムのスタンスはその時代背景等によって、振り子

のごとく、行きつ、戻りつを繰り返していること

も理解しておく必要がある。

（3）保育の計画の必要性

　近年、代々続く有名な老舗日本料理店が廃業に

陥った。その原因は利益優先で緩慢かつ、ずさん

な料理を提供したことによるものであった。

　山田敏はかつて、保育の目的・内容・方法等を

料理に例えたが、料理と保育は酷似している。料

理店における目的は本来、いかに楽をしてたくさ

んのお金を得るかよりも、いかに汗をかいてお客

さんの満足を得るかにある。保育も同様である。

保育の計画は料理でいうならば、いわゆるレシピ

である。　　

　料理人は何の計画も無く、行き当たりばったり

で料理を作っているわけではない。素材の厳選か

ら始まり、焼くか煮るか蒸すか、味付けはどうす

るか、調理器具は？複数の料理人がいる場合、そ

れぞれの役割分担は？段取りは？。保育も同様で

ある。無責任な料理を提供することによって、客

を死に至らしめることがある。保育も同様である。

　保育の計画は保育者の意図を子どもに押し付

け、子どもの主体性が損なわれるとの見方も無く

はない。しかしながら、保育者はむしろ、子ども

が主体性を十分発揮できる発展的な計画を作成す

る責任があるのである。子どもの主体性を尊重す

る保育とは、子どものやりたい放題をすべて認め

る保育ではない。したがって、子どもの主体性の

尊重と計画性のある保育は、矛盾するものではな

い。

　以上、述べてきたことを踏まえて、保育の計画

の必要性をまとめると以下のようになる。

①保育者が園の保育目標や保育方法等について共

通理解を図り、子どもの興味や関心に即した保育

を展開するため。

②子どもの発達の実態を捉えどのような経験を促

すべきかを検討し、子どもが主体的に取り組む保

育内容を構築するため。

③保育者の得意な活動に偏ることなく、調和のと

れた保育内容を選択し、適切な保育活動を展開す

るため。

④保育の混乱・行き詰まり・不慮の事故を防ぐた

めに、保育者が見通しをもって準備を整え、発展

的に保育を進めるため。

⑤保育者が、実践した保育を反省したり、評価し

たり、また他の人から批評してもらう際の資料と

して活用し、自らの保育の改善を図るため。

　計画を立てることは手間のかかることである。

だが、愛する子どもの喜びに満ちあふれた姿を予

想し、計画を立案し、その結果、効果的に子ども

の健全かつ総合的な成長が促されたならば、それ

は保育者としての喜びであり、やりがいであり、

明日への活力となる。したがって、園の責任者は、

保育者が心のこもった保育を計画するための余裕

（精神的余裕・身体的余裕等）が十分確保される

職場環境を提供できるよう配慮する必要がある。

　そして「食育」についてであるが、幼稚園教育

要領においては領域「健康」で言及されている。

保育所保育指針においては、第５章「健康及び安

全」の３に「食育の推進」が盛り込まれただけで

はなく、第３章の「保育の内容」にも食育に関す

る事項が含まれていることなどから、食育の観点

を記載し、さまざまな領域と関連をもって展開さ
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れるよう配慮することが必要である。12）

（4）「食育」と５領域の関係図

 図１は、中心統合法的なものであるともいえる。

　多少、具体的に解説するならば、

人間関係…

“先生や友達と仲良くおいしく昼食を食べる”

“お弁当を通して保護者との信頼関係を深める”

→食育

健康…

“身体を十分に動かす”→食育

環境…

“大地の恵みに感謝する”“栽培・調理を行う”

→食育

言葉…

“昼食時に先生や友達と言葉でやりとりをする”

→食育

表現…

“食に関わる表現活動を行う”→食育

と考えることができる。

4．「保護者を含めた食育カリキュラム」の作成

の観点

　本研究の結果として、幼稚園教諭の経験から「食

育カリキュラム」の基礎的方向性を見出すことが

出来た。

　さらに、筆者らは前述した「幼稚園教育におけ

るカリキュラム作成」の観点をふまえた、「食育」

に関する計画的な「保護者を含めた食育カリキュ

ラム」作成の必要性があると考える。

　具体的には、参観のみの保護者を保育・教育の

場にどのように取り込むのかを考える必要があ

る。

　家庭の食生活は、個人的なものであるため状況

の把握は難しい。しかし、子どもの様子や保護者

会などの会話を通して「食に関する保護者の思い

や行動」の把握を心がけることで、子どもに関わ

る食生活の課題を知ることをことが出来る。本研

究で得られた「好き嫌いの改善」もその一つであ

る。

　幼稚園教諭が園児や保護者の様子を把握し、食

生活の問題点を見出すことで「保護者を含めた食

育カリキュラム」の課題設定を行い、その解決に

むけた計画を設定する。特に、子どもの遊びと食

育の関連性は重要である。

　古郡は先行研究において「教育指導的視点のみ

の一斉指導的な食育は、発達の視点から有効とは

言えない、むしろあそびを取り入れた食育のほう

が興味関心をもたせて学びへとつなげることが示

唆された」13）の結果を得ている。遊びには積極

的な保護者参加も求めたい。

　また、堀田らは、幼稚園児と育児担当者（本論

では保護者）に対する「食育だより」を活用した

食育の効果として「園児に対するチェック表（『お

てつだいできたかな！』として『りょうりをはこ

ぶ』などの項目にチェックする表）を加えた食育

だよりは、情報提供と行動変容の双方の利点を

持っており、食行動の改善につながる効果を有す

ることが示唆された」14）と報告している。

　この報告での「給食だより」は情報提供だけで

はなく、親子の参加をうながす方法を用いている。

このように、保護者が来園をしなくとも、自宅で

幼稚園からの働きかけによって「食育」がおこな

われ、有効に機能していることがわかる。

　いずれにしても、保護者と子どもが意欲･関心を

もって参加できるカリキュラム作成を求めたい。

図１　「食育」を中心に５領域を経験カリキュラム的
　　　に捉えてみる
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Ⅴ　まとめ

　本研究では幼稚園における食育実施を計画する上

で、保護者への配慮を含めたカリキュラム作成のた

めの視点を検討するために、３名の幼稚園教諭へ「食

育」に関するインタビュー調査をおこなった。

　インタビューからは、「給食での指導」と「好

き嫌いの改善」、「野菜の栽培」、「子どもの調理」、

「保護者への思い」、「食欲と遊びの関係」の食育

視点が見出された。また、「食育」に関して園児

の保護者への働きかけを重視した話をしていた。

　食育カリキュラム作成においては、子どもだけ

への「食育」だけでは効果が得られにくく、保護

者をも含めた「食育」が必要であり、好き嫌いの

改善を目的として、栽培と調理を実施して、体を

動かす遊びと「食育」を取り入れた保護者への働

きかけが有効であることがあらためて窺われた。

　家庭の食生活は個人的なものであるため状況の

把握は難しいと思われる。しかし、子どもや保護

者会などの会話を通して「食に関する保護者の思

いや行動」の把握を心がけ、知ることをことが出

来る。

　これからの課題として、保護者をも含めた「食

育カリキュラム」を計画し実施した場合の課題の

想定や、幼稚園での環境設定などの具体的な計画・

実施に向けた検討が必要である。
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A Fundamental Study on the Formulation of the Food Education Curriculum in 
Kindergartens

- Based on Interviews Conducted with Kindergarten Teachers -

FURUGORI Yoko and YAMAGUCHI Munekane

Abstract:　This research was carried out by conducting interviews with kindergarten teachers in order to examine 

the formulation of the curriculum regarding food education. There were six common factors that were identified 

through this process as being beneficial to the development of food education. ‘Guidance for kindergarten 

lunchtime’, ‘encouraging a more balanced diet by preparing and presenting unpopular foods in different 

and appealing ways’, ‘involving the children in the growing of vegetables’, ‘involving the children in food 

preparation’, ‘outreach to parents’, and ‘being aware of the relationship between appetite and play’. 

In light of these findings, the following four points should be considered when formulating a food education 

curriculum. 

1. Providing experience of growing vegetables and preparing food (encouraging a balanced diet)

2. The need to involve parents in food education (outreach to parents)

3. The importance of physically active play


